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正月は、家族や親戚が集まり、家の中で一緒に遊んで過ごす風習があります。

カルタや福笑い、すごろく等の室内遊びが、正月の定番として受け継がれてきました。

そこで、今月の小話では『東通村民俗芸能カルタ』誕生の歴史をご紹介します！

○○ああ 秋深し　稲穂を守る　雀ぼい 秋深し　稲穂を守る　雀ぼい

この読み札から始まる『東通村民俗芸能カルタ』で、遊んだ思い出はありますか？

『東通村民俗芸能カルタ』は、能舞、大神楽、獅子舞、田植え餅つき踊り等、東通村に伝わる民俗芸能

の理解を深めることを目的に、１９９９年１２月１０日に、東通村により発行されました。

原画は山本 憲一氏によって描かれ、読み札は検討委員会にて作成されました。これまで、カルタ大会

等の学校行事を通して、教育の場でも活用されてきました。

小正月や寒い日には『東通村民俗芸能カルタ』を囲み、村の民俗芸能に触れてみてはいかがでしょうか？
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